
 

 

  総合的な学習の時間          

                                       

１ ねらい 

「よりよく問題を解決する力」を身につけ、「自己の生き方を考えることができるようにする」ことを

めざし、「課題設定の力」「課題追究の力」「表現する力」「生活に生かそうとする力」を育てる。 

 

２ テーマ 

「世界に発信！ ＳＳＰ（更科ＳＤＧｓプロジェクト）～更科の人・地域に学ぶ～」 

 

３ 内容 

小規模校の特色を生かした異学年交流のグループ構成で、地域の方と交流を持ちながら活動する。 

持続可能な開発のための目標（ＳＤＧｓ）の視点から、更科地域が持続していくための課題を見出し、

解決に向けた活動を行う。 

 

テーマ 

 「世界に発信！ ＳＳＰ（更科ＳＤＧｓプロジェクト）～更科の人・地域に学ぶ～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ※グループの種類は上記に限らない。 

 

 

 

       地元の企業とのコラボ、行政への働きかけ、町会長の方と協力、等 

       問題の所在の解明と解決策の提案、実践を行う。 

 

 

 

他グループとの合同活動・うつしの祭・全体学習会・学校ホームページ掲載 

 

 

 

 

更科地域が持続していくために必要な課題を見出す 

共通項を整理し、探究課題と活動内容を決める 

異学年交流によるグループを作り、活動を行う 

自然 歴史・伝説 福祉 

地域に生きる人とのふれあい 

相互に学び高めあう 

自己の生き方を考えることができるようにする 
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４ 成果 

課題設定の力 ・生徒が自ら課題意識を持ち、個人の探究課題を設定した。 

・グループ課題を決定する際、自分の考えを積極的に発表した。 

・友達の考えを聞き、より良い課題を設定した。 

課題追究の力 ・課題追究のため、文献調査・体験学習・施設訪問・現地調査などの目的を

考え、積極的に活動した。 

・課題を追究するため、様々な情報を集めることができた。 

・収集した情報を整理したり、分析したりして深く追究できた。 

・より良い方向へ向け、軌道修正をしながら取り組めた。 

表現する力 ・気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、表現することができた。 

・何を、誰に、何のために、どのように伝えるかを考え、まとめや発表にお

いて工夫することができた。 

生活に生かそうと

する力 

・課題について、生活の中で自分にできることを考え、行動しようとした。 

・自分の生き方について考えることができた。 

 


